
出
版
会
活
動

交
　
流

受
章
・
受
賞
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◆
宮
田
亮
平
学
長
が 「
日
本
芸
術
院
賞
」を
受
賞

　

三
月
十
六
日
、
宮
田
亮
平
学
長
の
作
品
「
シ
ュ

プ
リ
ン
ゲ
ン
『
翔
』」
が
、
平
成
二
十
三
年
度
日

本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
。
六
月
十
八
日
に
は
、

授
賞
式
が
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
日

本
芸
術
院
会
館
で
開
か
れ
た
。

◆
小
椋
範
彦
准
教
授
が「
紫
綬
褒
章
」を
受
章

　

美
術
学
部
工
芸
科
（
漆
芸
）
の
小
椋
範
彦
准
教

授
が
、
平
成
二
十
三
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、
紫

綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

◆
野
平
一
郎
教
授
が「
紫
綬
褒
章
」を
受
章

　

音
楽
学
部
作
曲
科
の
野
平
一
郎
教
授
が
、
平
成

二
十
四
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
紫
綬
褒
章
を
受

章
し
た
。

◆
小
椋
範
彦
准
教
授
が

　
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
賞
」を
受
賞　

　

六
月
九
日
、
美
術
学
部
工
芸
科
（
漆
芸
）
の
小

椋
範
彦
准
教
授
の
作
品「
乾
漆
割
貝
蒔
絵
飾
箱『
銀

碧
』」
が
、
M
O
A
岡
田
茂
吉
賞
の
工
芸
部
門
に

お
い
て
M
O
A
美
術
館
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
佐
藤
雅
彦
教
授
が

　
「
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
」・

　
「
D
＆
A
D
賞
」を
受
賞　

　

三
月
十
三
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
メ
デ
ィ
ア

映
像
専
攻
の
佐
藤
雅
彦
教
授
が
、
平
成
二
十
三

年
度
（
第
六
十
二
回
）
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
芸
術
部
門
で
の
受
賞

で
あ
り
、
授
賞
対
象
は
Ｔ
Ｖ
番
組
「
０
６
５
５
」、

「
２
３
５
５
」。

　

ま
た
、「
２
３
５
５
」
内
の
映
像
表
現
に
つ
い
て

は
、D

&
A

D
 P

rofessional A
w

ards
2012

に
お
い
てD

&
A

D

賞
を
受
賞
し
た
。

◆
小
谷
元
彦
准
教
授
が

　
「
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
」を
受
賞

　

三
月
十
三
日
、
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
の

小
谷
元
彦
准
教
授
が
、
平
成
二
十
三
年
度
（
第

六
十
二
回
）
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
を

受
賞
し
た
。
美
術
部
門
で
の
受
賞
で
あ
り
、
授
賞

対
象
は
「
幽
体
の
知
覚
」
展
の
成
果
。

◆
伊
藤
有
壱
教
授
が

　
「52nd ZLIN

 FILM
 FESTIVA

L　

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
最
優
秀
賞
・
観
客
賞
」

　

を
受
賞　

　

六
月
一
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
の
伊
藤
有
壱
教
授
の
作
品

『H
A

R
B

O
R

 TA
LE

』
が52nd ZLIN

 FILM
 

FESTIVAL

に
お
い
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
最

優
秀
賞
及
び
観
客
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
山
村
浩
二
教
授
が

　
「
第
三
十
六
回
香
港
国
際
映
画
祭　
火
の
鳥
大
賞
」・

　
「
川
喜
多
賞
」を
受
賞　

　

四
月
三
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
の
山
村
浩
二
教
授
の
作
品
「
マ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
の
糸
」
が
、
第
三
十
六
回
香
港
国
際
映
画

祭
で
火
の
鳥
大
賞
（
短
編
映
画
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
）

を
受
賞
し
た
。

　

ま
た
七
月
二
十
七
日
に
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

制
作
な
ど
の
多
彩
な
業
績
に
つ
い
て
「
川
喜
多
賞
」

を
受
賞
し
た
。

◆
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

　

三
月
二
十
三
日
、
新
国
立
劇
場
に
お
い
て
、
本

学
は
財
団
法
人
新
国
立
劇
場
運
営
財
団
と
の
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
者
が
、
我
が
国
の
オ
ペ
ラ
制

作
お
よ
び
芸
術
文
化
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
新
国
立
劇
場
で
の
公
演
・
人
材
交
流
・

人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
連
携
・
協
力
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
調
印
式
は
、
宮
田

亮
平
学
長
と
福
地
茂
雄
財
団
法
人
新
国
立
劇
場
運

営
財
団
理
事
長
、
尾
高
忠
明
音
楽
学
部
教
授
・
新

国
立
劇
場
オ
ペ
ラ
芸
術
監
督
ら
が
出
席
し
、
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

新
国
立
劇
場
は
、「
国
際
的
に
比
肩
し
う
る
高

い
水
準
の
現
代
舞
台
芸
術
を
自
主
制
作
に
よ
り
公

◆『
幸
田
延
の「
滞
欧
日
記
」』を

　

三
月
五
日
よ
り
発
売

　

日
本
の
近
代
洋
楽
史
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を

し
た
幸
田
延
。
彼
女
が
明
治
四
十
二
年
に
東
京
音
楽

学
校
か
ら
教
授
職
の
休
職
を
命
じ
ら
れ
、ベ
ル
リ
ン
、

ウ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
を
旅
し
て
い
た
八
ヵ

月
余
り
の
間
に
書
い
た
未
公
開
の
日
記
を
、
初
め

て
翻
刻
・
現
代
語
訳
。

　

延
自
身
も
こ
の
遊
学
の
本
当
の
目
的
を
知
ら
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ス
リ
ラ
ー
小
説
の
よ
う
な
趣
き
が

あ
る
が
、
遊
学
の
意
味
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻　

第
三
期
生

　

修
了
作
品
集2012

』を
三
月
七
日
よ
り
発
売

　

二
〇
一
二
年
三
月
に
修
了
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
専
攻
第
三
期
生
。
修
了
制
作
十
四
作
品
お
よ
び

一
年
次
制
作
十
四
作
品
を
収
録
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
し

て
発
売
。
若
く
未
完
成
な
が
ら
も
独
創
性
に
富
ん

だ
十
四
の
視
点
で
、
学
生
た
ち
が
二
年
間
を
費
や

し
て
探
求
し
た
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
表
現
と
の
対

話
」。
そ
の
成
果
物
で
あ
る
短
編
作
品
群
は
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
芸
術
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
予
感
さ

せ
る
。
二
〇
一
二
年
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
の

一
期
生
の
銀
熊
賞
受
賞
な
ど
、
国
内
外
で
の
活
躍

も
め
ざ
ま
し
い
本
学
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
の
最

新
の
作
品
群
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
映
画
専
攻　

第
五
期
生
修
了
作
品
集

　

2011

』を
三
月
二
十
二
日
よ
り
発
売　
　

　

多
方
面
で
頭
角
を
現
し
、
期
待
と
注
目
を
浴
び

る
映
画
専
攻
。
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
、
第
五
期

生
を
送
り
出
し
た
。
本
年
度
Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
の
五
期

生
が
在
学
中
に
製
作
し
た
『
紙
風
船
』
は
、
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
劇
作
家
、
岸
田
國

士
の
作
品
を
豪
華
キ
ャ
ス
ト
陣
出
演
に
て
映
画
化

と
い
う
こ
と
で
話
題
に
。
監
督
・
製
作
・
脚
本
・

撮
影
照
明
・
美
術
・
録
音
、
編
集
、
そ
れ
ぞ
れ
の

領
域
の
学
生
が
集
大
成
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、
そ

の
努
力
と
成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
作
品
群
で
あ
る
。 

◆『
楽
譜
　
山
田
流
箏
曲
　
山
田
検
校
作
曲

　「
四
ツ
物
全
集
」』を
三
月
三
十
日
よ
り
発
売

　

山
田
流
箏
曲
の
流
祖
に
あ
た
る
山
田
斗
養
一
検

校
（
一
七
五
七
～
一
八
一
七
）
が
作
曲
し
た
奥
歌

曲
「
四
つ
物
」
の
Ｃ
Ｄ
付
き
楽
譜
全
集
。
箏
、
三

弦
の
並
列
譜
と
し
、
曲
解
説
、
歌
詞
通
釈
に
加
え

て
実
際
の
演
奏
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
付
け
た
。

　

Ｃ
Ｄ
付
き
楽
譜
は
、
邦
楽
界
及
び
山
田
流
箏
曲

界
で
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
新
し
い
試
み
。
ま
た
、

大
曲
は
、
学
生
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
学
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学

外
に
お
い
て
も
大
変
有
意
義
な
研
究
書
物
に
な
る

と
い
え
る
。

 　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
の
出
版
物
等
は
、
本
学

藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
、
ア
マ
ゾ
ン（
ネ
ッ
ト
販
売
）

お
よ
び
一
般
書
店
に
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
〇
五
〇
―

五
五
二
五
―
二
一
〇
二
）ま
で

演
す
る
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
オ
ペ
ラ
公
演
を

行
っ
て
お
り
、
国
籍
に
と
ら
わ
れ
ず
芸
術
的
な
質

の
確
保
を
第
一
義
に
置
い
て
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
一
方
、
日
本
人
歌
手
の
育
成
を
国
立
の
劇
場

の
使
命
と
捉
え
、
近
年
実
力
の
向
上
が
め
ざ
ま
し

い
日
本
人
歌
手
の
出
演
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
重

要
な
課
題
と
し
て
い
る
。
音
楽
大
学
と
の
連
携
・

協
力
を
模
索
す
る
な
か
で
、
そ
の
さ
き
が
け
と
し

て
、
共
に
国
立
の
機
関
と
し
て
我
が
国
の
芸
術
文

化
の
発
展
に
向
け
歩
み
を
同
じ
く
す
る
本
学
と
の

協
定
締
結
を
実
現
し
た
。

　

本
学
も
、
新
国
立
劇
場
と
の
連
携
・
協
力
は
大

学
の
教
育
・
研
究
水
準
の
向
上
を
図
る
う
え
で
有

意
義
と
捉
え
て
お
り
、
教
員
の
オ
ペ
ラ
公
演
出
演

や
学
生
の
オ
ペ
ラ
制
作
現
場
見
学
な
ど
様
々
な
面

で
の
教
育
・
研
究
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。
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第25号刊行にあたって

　団体や協会、大学などの広報誌は、
時に形骸化し、誰に向かって何のた
めに情報発信をしているのか分から
なくなって来る事があります。しかも、
印刷代も置き場所も必要ないデジタ
ルディバイスが発達したこのご時世。
紙媒体の存在意義を今一度、考え直
さざるを得ません。
　一つ思うのは、今その時の情報を
一旦抜き出して「書き換え不可能」
な状態にしておく。それによって生じ
る「説得力」というのはデジタルメディ
アとは異なる大事な一面だと思います。
　これらの事を意識して、藝大らしく、
写真の質やデザインにも気を配りなが
ら、読んでみたい冊子、取り上げても
らいたい雑誌を目指しています。今号
も、先生方それぞれの異なる切り口
が色んな形で表現されており、充実
した内容になっています。

藝大通信編集長
松下 計

芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

春
の
名
品
選

　

会
期　

四
月
五
日
～
六
月
二
十
四
日

　

入
場
者
数　

七
万
四
九
五
一
名

近
代
洋
画
の
開
拓
者　

高
橋
由
一

　

会
期　

四
月
二
十
八
日
～
六
月
二
十
四
日

　

入
場
者
数　

八
万
二
三
三
名

《
奏
楽
堂
》

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期

新
卒
業
生
紹
介
演
奏
会

　

開
催
日　

四
月
二
十
日

　

入
場
者
数　

八
三
八
名

上
野
の
森
オ
ル
ガ
ン
シ
リ
ー
ズ2012

神
秘
のJ.S.BA

C
H

　

開
催
日　

五
月
二
十
七
日

　

入
場
者
数　

九
八
〇
名

第
四
十
六
回
藝
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

開
催
日　

五
月
二
十
四
日

　

入
場
者
数　

八
七
〇
名

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期
・
特
別
演
奏
会

　

開
催
日　

六
月
八
日

　

入
場
者
数　

九
八
八
名

東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
十
九
回
定
期
演
奏
会

　

開
催
日　

六
月
三
十
日

　

入
場
者
数　

八
五
四
名

う
や
っ
て
道
を
選
ぶ
か

を
学
び
、
ど
ん
な
に
そ
の

道
が
険
し
く
遠
く
て
も
、

し
っ
か
り
と
目
標
を
持

ち
力
強
く
進
ん
で
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
、
こ
の

字
を
諸
君
に
贈
り
た
い
」

と
述
べ
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
学
生
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

◆
文
化
庁
長
官
と
語
る
会（
白
熱
教
室
）

　

六
月
五
日
、
本
学
陳
列

館
二
階
に
お
い
て
、
文

化
庁
長
官
と
語
る
会（
白

熱
教
室
）が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
の
宮
田
学
長
が

開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た

後
、
近
藤
長
官
に
よ
り
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ

れ
た
資
料
を
解
説
し
な
が
ら
、「
21
世
紀
文
明
と

文
化
・
芸
術
の
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が

行
わ
れ
た
。
講
演
中
に
は
、
参
加
者
の
学
生
と
の

活
発
な
議
論
も
交
わ
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
の

白
熱
教
室
と
な
っ
た
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
卒
業
式

　

三
月
二
十
六
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
二
十
三

年
度
卒
業
式
が
実
施
さ
れ
た
。

　

学
長
式
辞
で
は
、「
今（
い
ま
）」
と
「
心（
こ

こ
ろ
）」
が
重
な
っ
た
「
念
」
と
い
う
文
字
を
、

「『
今
』
こ
の
時
を
忘
れ
ず
に『
心
』
に
想
い
を
と

ど
め
、
新
た
な
る
想
い
を『
心
』
に
し
る
し
な

が
ら
前
進
す
る
諸
君
を
讃
歌
と
し
て
褒
め
た
た

え
る
文
字
」
と
説
明
し
、

「
三
・一
一
後
の
日
本
を

元
気
に
す
る
た
め
、
藝

術
の
伝
道
者
と
し
て
大

い
に
発
信
し
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
大
学
を
巣

立
つ
若
者
た
ち
を
激
励

し
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
入
学
式

　

四
月
五
日
、
奏
楽
堂

に
て
平
成
二
十
四
年
度

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

学
長
式
辞
で
は
、
宮

田
学
長
が
式
辞
の
最
中

に
壇
上
で
「
行
」
と
い
う

文
字
を
揮
毫
（
き
ご
う
）

し
、「
人
生
の
岐
路
で
ど

◆「
学
長
と
語
ろ
う
」

　

ゲ
ス
ト
に
和
太
鼓
奏
者
で
あ
る
林
英
哲
氏
を
招

き
、
第
十
一
回
「
学
長
と
語
ろ
う　

奏
楽
堂
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
で
あ

る
本
学
奏
楽
堂
で
は
、
約
一
〇
〇
〇
名
の
ご
来
場

の
お
客
様
が
約
二
時
間
に
わ
た
り
対
談
と
演
奏
会

を
楽
し
ん
だ
。 

　

林
氏
の
迫
力
あ
ふ
れ
る
演
奏
を
皮
切
り
に
始

ま
っ
た
第
一
部
で
は
、「
今
、
甦
る
和
の
音
と
心
」

と
題
し
、
林
氏
が
和
太
鼓
を
志
し
た
頃
の
こ
と
や

こ
れ
ま
で
の
演
奏
活
動
を
実
際
の
映
像
を
交
え
な

が
ら
語
ら
れ
、
会
場
を
魅
了
し
た
。
林
氏
が
本
学

で
毎
年
お
こ
な
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
授
業
に

美
術
学
部
の
学
生
も
参

加
し
て
い
る
と
い
う
話

か
ら
、
実
は
林
氏
自
身

も
元
々
は
美
術
を
志
し

て
い
た
こ
と
が
明
か
さ

れ
、
会
場
を
大
い
に
驚

か
せ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
林
氏

を
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
迎

え
て
、
学
生
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
共
演
が
実
現

し
、
演
奏
終
了
後
に

は
、
そ
の
圧
倒
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会

場
全
体
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
、
感
動
の
拍
手
が
鳴
り
続
け
た
。

◆
東
京
国
立
博
物
館
で
、

　

荻
原
碌
山「
女
」複
製
展
示

　

東
京
国
立
博
物
館
に

て
、
五
月
よ
り
、
荻
原

碌
山
「
女
」（
ブ
ロ
ン
ズ

複
製
彫
刻
）
の
展
示
が

始
ま
っ
た
。

　

こ
の
彫
刻
は
、
ア
ー

カ
イ
ブ
研
究
に
お
け
る

最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

三
次
元
画
像
処
理
技
術
を
使
い
、
東
京
国
立
博
物

館
所
蔵
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
石
膏
彫
刻
、
荻
原

碌
山
作
「
女
」
を
ブ
ロ
ン
ズ
で
複
製
し
た
も
の
で

あ
る
。（
写
真
前
列
左
か
ら
、
北
郷
副
学
長
、
銭

谷
東
京
国
立
博
物
館
長
、
宮
田
学
長
）

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数

　
（
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ 

個
人
三
四
二
名　

法
人
四
団
体 

特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ 

個
人
一
二
名

◆
今
年
度
上
半
期
に
開
催
さ
れ
た

　

主
な
展
覧
会
、
演
奏
会
記
録

《
大
学
美
術
館
》

展覧会・演奏会の最新情報は、
東京藝術大学公式 Web サイト

（http://www.geidai.ac.jp/）を
ご覧ください。

● 展覧会についてのお問い合わせ先

　東京藝術大学大学美術館
　Tel. 050-5525-2200
　NTT ハローダイヤル
　Tel. 03-5777-8600

● 演奏会についてのお問い合わせ先

　東京藝術大学演奏藝術センター 
　Tel. 050-5525-2300

● 演奏会チケットの取り扱い

　藝大アートプラザ 
　Tel. 050-5525-2102
　ヴォートル・チケットセンター
　Tel.03-5355-1280
　チケットぴあ
　Tel. 0570-02-9999　
　（一部携帯電話・PHS・IP 電話は
　ご利用いただくことができません。） 

　東京文化会館チケットサービス
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